
(57)【要約】

【課題】ジョイント装置のソケットの生産性を向上する

。

【解決手段】ソケットとボールスタッドとの接続部分を

ゴム製のダストカバーで覆う。ダストカバーは、一端の

スタッド嵌着部をボールスタッドに嵌着し、他端のソケ

ット嵌着部をソケットのハウジング部を構成するソケッ

ト本体に形成したダストカバー溝部３１に嵌着する。鍛

造により、上端部に第１の段部５５と第２の段部５６と

を備えた中間成形体５１を形成する。第２の段部５６を

上側からプレスして鍔部５８及びダストカバー溝部３１

を形成する。ソケットについては、鍛造の後、カバー用

溝部を切削加工する必要がなくなり、製造工程の時間短

縮が容易であるとともに、刃具や切削油などの管理が不

要になり、生産性を容易に向上できる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
開 口 部 を 設 け た 内 室 及 び 前 記 開 口 部 を 囲 む カ バ ー 取 付 部 を 備 え た ソ ケ ッ ト と 、 前 記 開 口 部
に 一 部 を 挿 入 し て 前 記 ソ ケ ッ ト に 移 動 可 能 に 連 結 さ れ る ス タ ッ ド と 、 前 記 カ バ ー 取 付 部 に
嵌 合 し こ れ ら ソ ケ ッ ト と ス タ ッ ド と の 連 結 部 分 を 覆 う カ バ ー と を 備 え た ジ ョ イ ン ト 装 置 の
ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
素 材 を 鍛 造 し て 、 前 記 開 口 部 を 設 け た 筒 状 の 基 部 、 前 記 開 口 部 を 囲 み 前 記 基 部 よ り も 径 寸
法 の 小 さ い 第 １ の 段 部 、 及 び 前 記 開 口 部 を 囲 み こ の 第 １ の 段 部 か ら さ ら に 突 設 さ れ る と と
も に 前 記 第 １ の 段 部 よ り も 径 寸 法 の 小 さ い 第 ２ の 段 部 を 備 え た 中 間 成 形 体 を 形 成 す る 鍛 造
工 程 と 、
前 記 中 間 成 形 体 を プ レ ス 成 形 し 、 第 ２ の 段 部 を 変 形 さ せ て 鍔 部 を 形 成 し 、 こ の 鍔 部 と 前 記
基 部 と の 間 に 前 記 カ バ ー 取 付 部 を 形 成 す る プ レ ス 工 程 と を 具 備 し た
こ と を 特 徴 と す る ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 の 懸 架 装 置 や 操 舵 装 置 な ど に 用 い ら れ る ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ
ッ ト の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば 、 自 動 車 の 懸 架 装 置 や 操 舵 装 置 な ど に 用 い ら れ る ボ ー ル ジ ョ イ ン ト が 知 ら れ
て い る 。 そ し て 、 こ の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト は 、 ソ ケ ッ ト に ボ ー ル ス タ ッ ド を 回 動 可 能 に 取 り
付 け て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ボ ー ル ス タ ッ ド は 、 略 球 状 の ボ ー ル 部 と 、 こ の ボ ー ル
部 か ら 一 体 に 延 設 さ れ 先 端 部 に 部 材 取 付 部 を 設 け た 棒 状 の ス タ ッ ド 部 と を 備 え て い る 。 ま
た 、 ソ ケ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ 部 か ら 延 設 さ れ 先 端 部 に ソ ケ ッ ト 側 取
付 部 を 設 け た 棒 状 の 腕 部 と を 備 え て い る 。 さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ 部 に は 、 鍛 造 に よ り 一 端 を
開 口 部 と し て 開 口 し た 内 室 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 合 成 樹 脂 製 の シ ー ト を 嵌 合 し た ボ
ー ル ス タ ッ ド の ボ ー ル 部 を 、 ソ ケ ッ ト の ハ ウ ジ ン グ 部 の 内 室 に 抜 け 止 め し た 状 態 で 回 動 自
在 に 保 持 し て 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト が 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の よ う な ボ ー ル ジ ョ イ ン
ト で は 、 開 口 部 か ら 内 室 に 埃 な ど が 侵 入 し な い よ う に 、 た と え ば 弾 性 変 形 可 能 な ゴ ム に て
一 体 に 形 成 さ れ た ダ ス ト カ バ ー が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ダ ス ト カ バ ー は 、 略 円 筒
状 を な す カ バ ー 本 体 を 備 え 、 こ の カ バ ー 本 体 の 一 端 部 の 小 径 の 開 口 部 を ス タ ッ ド 部 の 外 周
部 に 嵌 合 し 、 カ バ ー 本 体 の 他 端 部 の 大 径 の 開 口 部 を ソ ケ ッ ト の 開 口 部 近 傍 に 切 削 加 工 で 形
成 し た カ バ ー 用 溝 部 に 嵌 合 し て 、 ハ ウ ジ ン グ 部 の 開 口 部 を 覆 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 構 成 で は 、 ソ ケ ッ ト の 製 造 工 程 は 、 鍛 造 の 後 、 カ バ ー 用 溝 部 を 切 削 加 工 す る 必
要 が あ る た め 、 製 造 工 程 の 時 間 短 縮 が 困 難 で あ る と と も に 、 刃 具 や 切 削 油 な ど の 管 理 が 必
要 に な り 、 生 産 性 の 向 上 が 困 難 で あ る 問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 生 産 性 を 容 易 に 向 上 で き る ジ ョ イ ン ト 装
置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ 記 載 の ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 は 、 開 口 部 を 設 け た 内 室 及 び 前 記 開
口 部 を 囲 む カ バ ー 取 付 部 を 備 え た ソ ケ ッ ト と 、 前 記 開 口 部 に 一 部 を 挿 入 し て 前 記 ソ ケ ッ ト
に 移 動 可 能 に 連 結 さ れ る ス タ ッ ド と 、 前 記 カ バ ー 取 付 部 に 嵌 合 し こ れ ら ソ ケ ッ ト と ス タ ッ
ド と の 連 結 部 分 を 覆 う カ バ ー と を 備 え た ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
素 材 を 鍛 造 し て 、 前 記 開 口 部 を 設 け た 筒 状 の 基 部 、 前 記 開 口 部 を 囲 み 前 記 基 部 よ り も 径 寸
法 の 小 さ い 第 １ の 段 部 、 及 び 前 記 開 口 部 を 囲 み こ の 第 １ の 段 部 か ら さ ら に 突 設 さ れ る と と
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も に 前 記 第 １ の 段 部 よ り も 径 寸 法 の 小 さ い 第 ２ の 段 部 を 備 え た 中 間 成 形 体 を 形 成 す る 鍛 造
工 程 と 、 前 記 中 間 成 形 体 を プ レ ス 成 形 し 、 第 ２ の 段 部 を 変 形 さ せ て 鍔 部 を 形 成 し 、 こ の 鍔
部 と 前 記 基 部 と の 間 に 前 記 カ バ ー 取 付 部 を 形 成 す る プ レ ス 工 程 と を 具 備 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 こ の 構 成 で は 、 鍛 造 に よ り 、 基 部 よ り 径 寸 法 の 小 さ い 第 １ の 段 部 と 、 こ の 第 １ の
段 部 よ り 径 寸 法 の 小 さ い 第 ２ の 段 部 を 形 成 し た た め 、 第 ２ の 段 部 を プ レ ス 成 形 す る こ と に
よ り 容 易 に 鍔 部 が 形 成 さ れ 、 鍔 部 と 基 部 と の 間 に カ バ ー 取 付 部 が 容 易 に 形 成 さ れ る 。 そ こ
で 、 カ バ ー を 嵌 合 す る カ バ ー 取 付 部 に つ い て 、 鍛 造 と プ レ ス 成 形 と に よ り カ バ ー 取 付 部 が
形 成 さ れ 、 切 削 加 工 す る 必 要 が な く 、 製 造 工 程 の 時 間 短 縮 が 容 易 に な る と と も に 、 刃 具 や
切 削 油 な ど の 管 理 が 不 要 に な り 、 生 産 性 が 容 易 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ に お い て 、 １ ０ は ジ ョ イ ン ト 装 置 と し て の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト で 、 こ の ボ ー ル ジ ョ イ ン
ト １ ０ は 、 例 え ば 、 車 輌 で あ る 自 動 車 の ス テ ア リ ン グ 機 構 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 機 構 な ど に 用
い ら れ る も の で 、 第 １ の 部 材 で あ る ソ ケ ッ ト １ １ 、 第 ２ の 部 材 で あ る ス タ ッ ド と し て の ボ
ー ル ス タ ッ ド １ ２ 、 シ ー ト と し て の ボ ー ル シ ー ト １ ４ 、 カ バ ー と し て の ダ ス ト カ バ ー １ ５
、 及 び ク リ ッ プ １ ７ な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 ボ ー ル ス タ ッ ド １ ２ は 、 例 え ば 鋼 鉄 な ど の 金 属 製 で 、 略 球 状 の 球 頭 部 で あ る ボ ー
ル 部 ２ １ と 、 こ の ボ ー ル 部 ２ １ か ら 一 体 に 延 設 さ れ た 部 材 取 付 部 と し て の 棒 状 の ス タ ッ ド
部 ２ ２ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 ス タ ッ ド 部 ２ ２ に は 、 ボ ー ル 部 ２ １ に 連 続 す る 略 円 柱 状
の 軸 部 ２ ２ ａ と 、 こ の 軸 部 ２ ２ ａ の 長 手 方 向 の 先 端 部 か ら 外 周 側 に 突 設 さ れ た ス タ ッ ド 側
カ バ ー 取 付 部 で あ る フ ラ ン ジ 部 ２ ２ ｂ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ２ ２ ｂ の 先 端 側 か ら 突 設 さ れ 外
周 部 に ね じ 溝 を 形 成 し た 雄 ね じ 部 で あ る 締 付 部 ２ ２ ｃ と が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 以 下 、
ボ ー ル 部 ２ １ 側 を 下 側 、 ス タ ッ ド 部 ２ ２ 側 を 上 側 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 ソ ケ ッ ト １ １ は 、 複 数 の 部 材 を 組 合 せ 、 あ る い は 、 金 属 製 で 一 体 に 形 成 さ れ 、 ハ ウ
ジ ン グ 部 ２ ４ と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ 部 ２ ４ か ら 延 設 さ れ た 図 示 し な い 棒 状 の ロ ッ ド 部 （ 腕 部
） と を 一 体 に 備 え て い る 。 そ し て 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ ４ は 、 略 円 筒 状 の ソ ケ ッ ト 本 体 ２ ５ を
備 え 、 こ の ソ ケ ッ ト 本 体 ２ ５ の 一 端 で あ る 上 側 を 開 口 部 ２ ６ と し て 開 口 し 、 他 端 で あ る 下
側 の 開 口 部 ２ ７ を 底 部 を 構 成 す る 円 板 状 の プ ラ グ ２ ８ で 閉 塞 し て 有 底 の 筒 状 と し 、 内 部 に
内 室 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ソ ケ ッ ト １ １ の ソ ケ ッ ト 本 体 ２ ５ の ハ ウ ジ ン グ 部 ２ ４
の 上 部 す な わ ち 開 口 部 ２ ６ の 周 辺 部 は 、 内 室 ２ ９ の 他 の 部 分 よ り 径 寸 法 が 小 さ い 係 止 部 ３
０ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の 部 分 の 外 周 部 に 、 カ バ ー 取 付 部 と し て の ダ ス ト カ バ ー
溝 部 ３ １ が 開 口 部 ２ ６ を 囲 ん で 円 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ ４ の 下 端
部 に は 、 プ ラ グ ２ ８ を 嵌 合 し さ ら に か し め 固 定 す る か し め 段 部 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 図 示 し な い が 、 ソ ケ ッ ト １ １ の ロ ッ ド 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ２ ４ の 下 側 の 開 口 部 ２ ７
側 か ら 、 開 口 部 ２ ６ ， ２ ７ の 開 口 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 で あ る 側 方 に 突 設 さ れ 、 先 端 部 に
は ね じ 孔 で あ る 取 付 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の ロ ッ ド 部 の 取 付 部 に は 、 他 の 部 材
と し て 、 例 え ば 、 図 示 し な い タ イ ロ ッ ド の 連 結 ア ー ム が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 ダ ス ト カ バ ー １ ５ は 、 ダ ス ト シ ー ル あ る い は ブ ー ツ な ど と も 呼 ば れ る も の で 、 開
口 部 ２ ６ を 覆 い 、 す な わ ち 、 ソ ケ ッ ト １ １ と ボ ー ル ス タ ッ ド １ ２ と の 接 続 部 分 を 覆 い 、 ハ
ウ ジ ン グ 部 ２ ４ の 内 室 ２ ９ 内 へ の 塵 埃 や 液 体 な ど の 異 物 の 侵 入 な ど を 防 ぐ も の で あ り 、 弾
性 変 形 可 能 な 例 え ば ゴ ム 製 や 軟 質 合 成 樹 脂 製 で 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の ダ ス
ト カ バ ー １ ５ は 、 外 部 か ら 力 が 加 わ っ て い な い 状 態 で 中 間 部 が 外 側 に 膨 出 し た 略 円 筒 状 を
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な し 、 こ の カ バ ー 本 体 ４ １ の 上 端 部 で あ る 一 端 部 に 、 ス タ ッ ド 嵌 着 部 ４ ２ が 形 成 さ れ 、 円
孔 で あ る 小 径 側 開 口 部 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 カ バ ー 本 体 ４ １ の 下 端 部 で あ る 他 端
部 に 、 ソ ケ ッ ト 嵌 着 部 ４ ５ が 形 成 さ れ 、 小 径 側 開 口 部 ４ ３ よ り 径 寸 法 の 大 き い 円 孔 で あ る
大 径 側 開 口 部 ４ ６ が 小 径 側 開 口 部 ４ ３ と 同 軸 に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の ソ ケ ッ ト 嵌
着 部 ４ ５ は 、 外 周 側 に 開 口 す る 断 面 略 コ の 字 状 を な し 、 す な わ ち 、 外 周 部 に 沿 っ て 、 環 状
に 凹 設 部 ４ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
一 方 、 ク リ ッ プ １ ７ は 、 例 え ば 弾 性 変 形 可 能 な 金 属 製 の 線 材 な ど に て 形 成 さ れ 、 線 材 を 捲
回 し た 円 環 状 、 あ る い は 、 円 環 の 一 部 を 切 り 欠 い た 略 Ｃ 字 状 な ど に 形 成 さ れ 、 付 勢 力 に 抗
し て 拡 開 し た 状 態 で 、 ダ ス ト カ バ ー １ ５ の ソ ケ ッ ト 嵌 着 部 ４ ５ の 外 周 部 の 凹 設 部 ４ ５ ａ に
装 着 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 ボ ー ル シ ー ト １ ４ は 、 ベ ア リ ン グ シ ー ト と も 呼 ば れ る も の で 、 合 成 樹 脂 製 で カ ッ プ
状 を な し 、 ボ ー ル 部 ２ １ の 外 周 部 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 す る と と も に 、 内 室 ２ ９ 内 に 嵌 合 し て
収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ０ は 、 自 動 車 の 車 体 に 組 み 付 け ら れ 、
す な わ ち 、 ソ ケ ッ ト １ １ の ロ ッ ド 部 の 取 付 部 に タ イ ロ ッ ド の 連 結 ア ー ム が 取 り 付 け ら れ る
と と も に 、 ボ ー ル ス タ ッ ド １ ２ の ス タ ッ ド 部 ２ ２ に 他 の 部 材 で あ る 被 取 付 部 材 が 取 り 付 け
ら れ 、 こ れ ら 複 数 の 部 材 が ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ０ に よ り 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 こ の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ０ の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま ず 、 図 示 し な い 金 属 製 の 素 材 を 成 形 装 置 に 配 置 し 、 鍛 造 に よ り 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う
に 、 ソ ケ ッ ト １ １ の ソ ケ ッ ト 本 体 ２ ５ と ほ ぼ 同 じ 形 状 の 中 間 成 形 体 ５ １ を 形 成 す る 。 そ し
て 、 中 間 成 形 体 ５ １ は 、 上 下 に 開 口 部 ２ ６ ， ２ ７ を 形 成 し 内 側 を 内 室 ２ ９ と し た 略 円 筒 状
の 基 部 ５ ３ を 備 え 、 こ の 基 部 ５ ３ の 一 端 側 す な わ ち 上 側 の 開 口 部 ２ ６ 近 傍 の 内 側 に 、 係 止
部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 基 部 ５ ３ の 一 端 側 す な わ ち 上 端 部 か ら は 、 開 口 部 ２
６ を 囲 み 、 基 部 ５ ３ よ り も 外 径 寸 法 の 小 さ い 第 １ の 段 部 ５ ５ が 突 設 さ れ 、 さ ら に 、 こ の 第
１ の 段 部 ５ ５ の 上 端 部 か ら は 、 開 口 部 ２ ６ を 囲 み 、 第 １ の 段 部 ５ ５ よ り も 外 径 寸 法 の 小 さ
い 第 ２ の 段 部 ５ ６ が 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 基 部 ５ ３ の 他 端 側 す な わ ち 下 端 部 の 内 周 部 に
は 、 開 口 部 ２ ７ を 囲 み 、 か し め 段 部 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 い で 、 鍛 造 し た 中 間 成 形 体 ５ １ に つ い て 、 第 ２ の 段 部 ５ ６ を 一 端 側 す な わ ち 上 側 か ら プ
レ ス 成 形 す る 。 す る と 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 段 部 ５ ６ は 外 周 側 に 変 形 し 、 第
１ の 段 部 ５ ５ よ り 外 周 側 に 突 出 す る 円 環 状 の 鍔 部 ５ ８ が 形 成 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 こ の 基
部 ５ ３ の 上 端 部 と 鍔 部 ５ ８ と の 間 に 、 円 環 状 の ダ ス ト カ バ ー 溝 部 ３ １ が 形 成 さ れ る 。 な お
、 こ こ で 、 鍛 造 と は 、 塑 性 成 形 で あ り 、 熱 間 鍛 造 、 冷 間 鍛 造 、 あ る い は 、 プ レ ス 成 形 な ど
を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 い で 、 ボ ー ル ス タ ッ ド １ ２ の ボ ー ル 部 ２ １ に ボ ー ル シ ー ト １ ４ を 嵌 合 し 、 ス タ ッ ド 部 ２
２ を 開 口 部 ２ ６ に 挿 入 し つ つ 、 ボ ー ル シ ー ト １ ４ を 嵌 合 し た ボ ー ル 部 ２ １ を 下 側 か ら 内 室
２ ９ に 挿 入 す る 。 次 い で 、 か し め 段 部 ３ ２ に プ ラ グ ２ ８ を 嵌 合 し 、 こ の か し め 段 部 ２ ８ を
か し め て プ ラ グ ２ ８ を 中 間 成 形 体 ５ １ に 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ ５ 及 び ソ
ケ ッ ト １ １ が 構 成 さ れ る と と も に 、 ソ ケ ッ ト １ １ に ボ ー ル ス タ ッ ド １ ２ が 回 動 可 能 に 連 結
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 ダ ス ト カ バ ー １ ５ は 、 ソ ケ ッ ト 嵌 着 部 ４ ５ の 大 径 側 開 口 部 ４ ６ を ダ ス ト カ バ ー 溝
部 ３ １ に 嵌 合 し 、 ス タ ッ ド 嵌 着 部 ４ ２ の 小 径 側 開 口 部 ４ ３ を 軸 部 ２ ２ ａ に 嵌 着 す る と と も
に 、 ソ ケ ッ ト 嵌 着 部 ４ ５ の 凹 設 部 ４ ５ ａ に ク リ ッ プ １ ７ を 装 着 す る こ と に よ り 、 図 ２ に 示
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す よ う に 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ０ の 製 造 工 程 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 自 動 車 の 懸 架 装 置 や 操 舵 装 置 な ど に 用 い ら れ る ボ ー
ル ジ ョ イ ン ト １ ０ に つ い て 、 鍛 造 に よ り 、 ソ ケ ッ ト １ １ の 中 間 成 形 体 ５ １ の 基 部 ５ ３ の 先
端 部 に 、 こ の 基 部 ５ ３ よ り 径 寸 法 の 小 さ い 第 １ の 段 部 ５ ５ を 形 成 し 、 さ ら に 、 こ の 第 １ の
段 部 ５ ５ の 先 端 部 に 、 第 １ の 段 部 ５ ５ よ り 径 寸 法 の 小 さ い 第 ２ の 段 部 ５ ６ を 形 成 し た た め
、 第 ２ の 段 部 ５ ６ を 先 端 側 か ら プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 容 易 に 鍔 部 ５ ８ を 形 成 で き 、 こ
の 鍔 部 ５ ８ と 基 部 ５ ３ と の 間 に ダ ス ト カ バ ー 溝 部 ３ １ を 容 易 に 形 成 で き る 。 そ こ で 、 ソ ケ
ッ ト １ １ に つ い て は 、 鍛 造 の 後 、 カ バ ー 用 溝 部 を 切 削 加 工 す る 必 要 が な く 、 製 造 工 程 の 時
間 短 縮 が 容 易 で あ る と と も に 、 刃 具 や 切 削 油 な ど の 管 理 が 不 要 に な り 、 生 産 性 を 容 易 に 向
上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 ダ ス ト カ バ ー １ ５ の 形 状 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 ら れ ず 、 種 々 の 形 態 を 採 る こ と が
で き る 。 例 え ば 、 ソ ケ ッ ト 嵌 着 部 ４ ５ は 、 略 コ の 字 状 を な し て ク リ ッ プ １ ７ が 嵌 着 さ れ る
構 成 の ほ か 、 ク リ ッ プ １ ７ を 用 い な い 構 成 と す る こ と も で き 、 ま た 、 ソ ケ ッ ト 嵌 着 部 ４ ５
は 、 例 え ば 、 ゴ ム 製 の カ バ ー 本 体 の 内 部 に 金 属 製 の 環 状 の 部 材 を 埋 設 し て 構 成 す る こ と も
で き る 。 さ ら に 、 ダ ス ト カ バ ー １ ５ の 内 側 に 、 グ リ ー ス を 充 填 し 、 ダ ス ト カ バ ー １ ５ の 形
状 を 維 持 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 プ レ ス 成 形 は 、 鍛 造 と 同 一 の 装 置 を 用 い て 連 続 的 に 実 施 す る こ と も で き る 。 こ の 構
成 で は 、 製 造 工 程 の 短 縮 や 製 造 装 置 の 簡 略 化 に よ り 生 産 性 を 容 易 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ジ ョ イ ン ト 装 置 と し て は 、 ス タ ッ ド 部 ２ ２ の 一 端 に 略 球 状 の ボ ー ル 部 ２ １ を 設 け た
ボ ー ル ス タ ッ ド １ ２ を 備 え た ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ０ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 ス タ ッ ド 部 の 一
端 を 皿 状 、 楕 円 状 、 あ る い は 、 ２ 個 の ボ ー ル 部 を 軸 部 で 接 続 し た 形 状 と し た ピ ン ス タ ッ ド
を 備 え た ジ ョ イ ン ト 装 置 な ど に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 鍛 造 に よ り 、 基 部 よ り 径
寸 法 の 小 さ い 第 １ の 段 部 と 、 こ の 第 １ の 段 部 よ り 径 寸 法 の 小 さ い 第 ２ の 段 部 を 形 成 し た た
め 、 第 ２ の 段 部 を プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 容 易 に 鍔 部 を 形 成 で き 、 鍔 部 と 基 部 と の 間 に
カ バ ー 取 付 部 を 容 易 に 形 成 で き る 。 そ こ で 、 カ バ ー を 嵌 合 す る カ バ ー 取 付 部 に つ い て 、 鍛
造 と プ レ ス 成 形 と に よ り カ バ ー 取 付 部 が 形 成 さ れ 、 切 削 加 工 す る 必 要 が な く 、 製 造 工 程 の
時 間 短 縮 が 容 易 に な る と と も に 、 刃 具 や 切 削 油 な ど の 管 理 が 不 要 に な り 、 生 産 性 が 容 易 に
向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ジ ョ イ ン ト 装 置 の ソ ケ ッ ト の 製 造 方 法 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ
る 。
（ ａ ） は ソ ケ ッ ト の 中 間 成 形 体 の プ レ ス 成 形 前 の 状 態 を 示 す 断 面 図
（ ｂ ） は ソ ケ ッ ト の 中 間 成 形 体 の プ レ ス 成 形 後 の 状 態 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 同 上 ジ ョ イ ン ト 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 ジ ョ イ ン ト 装 置 と し て の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト
１ １ 　 　 ソ ケ ッ ト
１ ２ 　 　 ス タ ッ ド と し て の ボ ー ル ス タ ッ ド
１ ５ 　 　 カ バ ー と し て の ダ ス ト カ バ ー
２ ６ 　 　 開 口 部
２ ９ 　 　 内 室
３ １ 　 　 カ バ ー 取 付 部 と し て の ダ ス ト カ バ ー 溝 部
５ １ 　 　 中 間 成 形 体
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５ ３ 　 　 基 部
５ ５ 　 　 第 １ の 段 部
５ ６ 　 　 第 ２ の 段 部
５ ８ 　 　 鍔 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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